
地域学校協働活動推進事業　運営協議会別 実施状況

学　校 4 名

その他 0 名

8/28 教育課程外

(月)

9/4 教育課程内

(月)

10/2 教育課程外

(月)

11/8 教育課程外

(水)

12/11 教育課程外

(月)

12/18 教育課程外

(月)

1/29 教育課程外

(月)

309 18 17 22 0 82 448

◎主 学習支援 0 回　・　体験活動 2 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 6 回　・　学校支援 0 回

○従 学習支援 0 回　・　体験活動 4 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 0 回

4 4 0 16 165◎

虫歯にならないための「歯の
話」（計２日間実施）

６年生１～４組を対象に、「歯の健康」維持のため、永久
歯が揃う時期の６年生を対象にして虫歯の予防や虫歯発生
のメカニズムを学習する機会とした。（11/8、11/9　２日
間計４回実施） 141 0

６年生教室 前ＰＴＡ会長（夢デンタルクリニック院長）

協議会名 発寒西小学校ハッチャムひろば運営協議会

代表者 大柳　佳紀 （元PTA会長）

令和５年度　

学校名 発寒西小学校 【西区】

校長、教頭、教職員2

ＰＴＡ 3 名 会長1、副会長2

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 4 名 元PTA会長、元PTA副会長、前PTA会長、前PTA副会長

協議会
構成

合　計 13 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 6 名 発寒体育振興会2、発寒まちづくりセンター1、ハッチャムホリデー3

会議開催 8 回 開催月 6月～１月
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1

2 ○ ◎

「ウイルス予防」のポスター
と川柳を作ろう

大学の教授からウイルスの感染予防や手洗いの効果等につ
いて学び、学んだ内容をポスターや川柳を制作して学びを
深めた。作品は市内のギャラリーに展示する予定。

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ○ ◎

第１回スポーツひろば（バド
ミントン）

３年ぶりの放課後のスポーツ活動を実施した。今年度はバドミン
トンの専門家を招聘して取組んだ。経験の無い低・中学年児童が
多かったが、人数を少なくして直接指導を受けやすくした。放課
後の活動ではあったが、競技経験のある先生等、多くの先生のサ
ポートもあった。

視聴覚室 北海道理容美容専門学校

33

4 0 18

体育館 北海道バドミントン協会　小学校連盟

6337 3

58

視聴覚室 札幌医科大学：大西教授、北里大学：内藤教授

37 2 6 2 0 11

5 ○ ◎

よくとぶ「紙ひこうき」教室

0 6

理容師・美容師職業体験
地域の理容・美容師を講師にカット体験を通じて、仕事の
楽しさや大変さを学ぶ機会とした。低学年には保護者も付
き添い、親子交流の機会ともなった。 16 6 3 23

11

体育館

◎

4

63

近年、外遊びで紙ひきこきを飛ばすことが禁じられること
が増えつつあり、この機会を通じて紙ひこうきの楽しさ
や、昔遊びに興味を持たせることを目的に実施。冬期間の
運動不足解消にもつながった。 45 3 1 3 0

発寒西小学校ＰＴＡ元会長

6 ◎

「地震など、災害時の工夫体
験」

地震等の災害によって停電が起きたときに身の回りの物を使って「ラン
プ」を制作。また、断水・停電したときの炊飯袋を使ったごはんの炊き
方や、災害に備えて用意しなければならない持ち出し袋と物品の確認を
行うなど、これらを実際に経験し、災害に備えることや工夫を身に付け
る機会とした。

○ ◎

26

家庭科室 北海道建築技術協会

10 2 1 4 0 9

8

0 11

第２回スポーツひろば（バド
ミントン）

今年度、第２回目の開催となった。前回はバドミントンに親
しむことに重点を置いて実施し、今回は正しいラケットの使
い方など、競技面を意識して取組んだ。参加児童の多くは前
回に続いての参加であったが、皆上達している様子がうかが
えた。

23 2 1 37

体育館 北海道バドミントン協会　小学校連盟

40

10

9

※実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 8 回 （分野分類）


